
 

 

 

 

 

 

■ 車尾地区防災フェア 

去る 11月 19日（日）午前 8時半から、公民館

及び小学校グラウンドで防災意識を高める取り組

みとして防災フェアを行いました。米子市消防団、

地域包括支援センター、米子医療センター附属看

護学校生の協力も得て、大規模なものになりまし

た。前半は各自治会で、「震度６弱の地震が発生し

た」という無線放送を聞いて、住民の安否確認を

自治会役員が行い、集合場所に避難した者を集め

て公民館まで避難移動した。また避難の難しい者

を確認して車椅子で公民館まで移動する取り組み

は、思った以上に時間がかかることが分かった。 

後半は公民館で、米子市女性消防団による寸劇

とＡＥＤ講習、民生委員の方々によるクラフト教

室や手作り防災用品の教室などたくさんの体験コ

ーナーを準備して無関心層の参加を呼び掛けまし

た。安否確認の本部への報告は、最後が 40分かか

った自治会があり今後の取組に活かすことになる。 

参加者からは「放送を聞いての行動は、訓練とは

いえ緊張しました。」「寸劇を見て、いざという行

動がとれるためには訓練が必要です。」などの声が

上がっていた。 

 

 

 

 

 

 

■ 特殊詐欺被害を防ぐ 

地域モデル検証事業（その１０） 

これまでの調査結果をまとめると ② 

オレオレ詐欺・架空請求詐欺・還付金等詐欺に

ついて認知度は高いが、その背景にはそれだけテ

レビ、新聞等で取り上げられる機会、つまりは被

害発生が多いということが指摘できる。因みに、

「特殊詐欺内容及び手口についての情報入手ルー

ト」を訊いているが、その回答も「テレビ・ラジ

オ・新聞」が 93.9％と圧倒的です。 

融資保証金詐欺と未公開株勧誘詐欺とギャンブ

ル必勝法情報提供詐欺の認知度は既述の通りそれ

ほど高くなく、また、認知度の高いオレオレ・架

空請求・還付金の 3つの詐欺では男女間の差はほ

とんどみられないのに対して、融資保証金・未公

開株・ギャンブルの 3つの詐欺はいずれも男性が

女性よりも各々6（融資）、9（未公開株）、14ポイ

ント（ギャンブル）高くなっている。さらに、上

位 3項目では年代が上がるにつれて「名前も手口

も知っている」の認知度合が減少する傾向が比較

的明確となっているが、下位 3項目ではそうした

傾向が明確とはなっていない。 

還付金等詐欺は税務署や社会保険庁、市町村の

職員のふりをして税金の還付等を騙るもので、公

的機関が絡む点で他の詐欺とは趣が異なる。この

詐欺については、予備調査の問 2、問 3および問 4

と本調査の問 4とで深く、細かく訊いているが、

性別・年代等に関わらずいずれも「（電話で公的機

関から還付が知らされることは）ない」、「（ATMに

行くよう指示されても）行かない」あるいは「誰

か（家族・警察等）に相談する」等、適確な対応

を心がけていることが非常に高い状況となってい

る。 

予備調査では、問 5（有料サイトからの支払催促

メール）、問 6（もうけ話の誘い）、問 7（未公開株

勧誘）、問 8（未公開株の上場後のもうけ話）につ

いて訊いているが、これらについても「無視する」、

「うまい話はない」あるいは「誰か（家族・警察

等）に相談する」等の適確な対応が非常に高く示

されている。 

ただし、問 8については未公開株購入後の上場

を想定した質問となっているためもあってか、「も

うかるとは思わない」は概ね 7割程度にとどまっ

た。 

住 民 主 体 の ま ち づ く り 
№49 ２０１８．１    編集発行：車尾まちづくり推進会議 事務局 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1512442918/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90LnBpbWcuanAvMDI3LzE1Mi84NzIvNS8yNzE1Mjg3Mi5qcGc-/RS=^ADBkUkTEE7aVnQYUfMYktZ0CI.mZq0-;_ylt=A2RCCzOluiRaQmkAvjuU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz

